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第329図 F区第62号揺立柱建物跡
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第330図 F区第63号掘立柱建物跡
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第331図 F区第64号掘立柱建物跡
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第332図 F区第65号掘立柱建物跡

一 I゚ 
A if¥¥,-._ I S866 ¥ ~ ^ A' m `  £ 

a“・ ' 

“ 
こ

心］し
ト、＼‘‘‘‘

Oo 
(mK 号10 と

゜
| こぃ— 8 0 包|⑤ |(膚 昌 冒 a-

ぶ I 

゜
口 V 冒言 □言 g 

| 
＜． 

SE10 
丘

□ 1 | ＼ ！1 口 I恥

゜
2m 

゜

mX梁行3.80m、面積19.OOmを測る。桁行は東西に面

し、軸方位をN-14.5°-Wに向ける。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第62号掘立柱建物跡（第329• 66図）

桁行2間x梁行 2間の総柱掘立柱建物跡である。

BH53グリッドに位置し、第10号溝跡と重複する。

桁行は東西に面し、軸方位をN-6°-Wに向ける。

梁行の柱間は北辺・南辺で異なり、北辺が1.70m 

-1. 90m、南辺は1.80mである。桁行の柱間は2.20m、

規模は桁行4.40mX梁行3.60m、面積15.84面を測る。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。
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第333図 F区第66号堀立柱建物跡
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第334図 F区第68号堀立柱建物跡
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第335図 F区第67号掘立柱建物跡
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遺物は出土していない。

第63号掘立柱建物跡（第330• 65図）

2間X2間の総柱掘立柱建物跡である。BE54• 55、

BF54・55グリッドに位置し、第39号住居跡、第64号掘

立柱建物跡と重複する。

柱間は東西1.80m、南北1.75m、規模は東西3.60

mX南北3.50m、面積12.60mを測り、軸方位をN-

5 0—E に向ける 。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。東辺中間柱のP8は検出

されていない。

遺物は出上していない。

第64号掘立柱建物跡（第331• 65図）

桁行3間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

BE54 • 55、BF54・55グリッドに位置し、第39号住居

跡、第63• 64号掘立柱建物跡と重複する。

柱間は桁行1.80m、梁行1.90m、規模は桁行5.40

mX梁行3.80m、面積20.52面を測る。桁行は東西に面

し、軸方位をN-1.5"-Wに向ける。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘
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第336図 F区第69号堀立柱建物跡
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第337図 F区第70号掘立柱建物跡
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第338図 F区第71号掘立柱建物跡
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第339図 F区第72号掘立柱建物跡
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第340図 F区第73号掘立柱建物跡
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形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第65号掘立柱建物跡（第332• 65 • 67図）

桁行2間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

BE55、BF55グリッドに位置し、第63• 64 • 66号掘立

柱建物跡、第161号井戸跡と重複する。

柱間は桁行2.30m、梁行1.75m、規模は桁行4.60

mX梁行3.50m、面積16.10面を測る。桁行は東西に面

し、軸方位をN-5.5°-Eに向ける。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第66号掘立柱建物跡（第333• 65 • 67図）

桁行2間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

BE55、BF55グリッドに位置し、第65号掘立柱建物跡

と重複する。

柱間は桁行2.60m-2.15m、梁行1.35m -1. 75m、

規模は桁行4.75m X梁行3.10m、面積14.725面を測

ふ桁行は東西に面し、軸方位をN-6.5°-Eに向ける。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第68号掘立柱建物跡（第334• 67図）

桁行3間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。
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第341図 F区第74号掘立柱建物跡

260 

d)  
ジ。

230 

I 

゜
~p,。

"・ 
SB76 

200 280 

230 

740 

゜

゜
゜
280 

0゚..-

Q
 

マ
d

A 16.00 

P1 

2A 2A' 

P2 P3 

号1 ド £’ 

n゚ L 0.. ぐJ
a"' 

l0 ¥ 

| 

゜
I 

Q 

A' 

p4 

冒 口
B' 

P, p10 P11 P12 

゜
2m 

BE57・58グリッドに位置し、第73号掘立柱建物跡と重

複する。

柱間は桁行1.80m、梁行1.20m-2.00m、規模は桁

行5.40mX梁行3.20m、面積17.28面を測る。桁行は

南北に面し、軸方位をN-0.5°-Eに向ける。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形もしくは方形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第67号掘立柱建物跡（第335• 67図）

桁行4間x梁行3間の側柱掘立柱建物跡である。

BE57 • 58、BF57• 58グリッドに位置し、第5号掘立

柱建物跡、第18号土壊、第1号井戸跡、第6号溝跡と

重複する。

桁行は南北に面し、軸方位をN-3°-Wに向ける。

梁行の規模・柱間は西辺・東辺で異なり、西辺は柱間

1.45m-2.00m-l.80m、規模5.25m、東辺は柱間

1. 70m-1. 30m-1. 80m、規模4.80mである。桁行の

柱間2.50m-2.00m-2.10m-1.60m、規模8.20m

で、面積41.205mを測る。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第69号掘立柱建物跡（第336• 67 • 68図）

桁行3間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

BE58、BF58グリッドに位置し、第3• 69 • 70号掘立

柱建物跡と重複する。

桁行は南北に面し、軸方位をN-24.5"-Eに向け

る。桁行・梁行とも柱間力昧廿対する辺と異なる。桁行

北辺は柱間1.lOm-1. 95m-l. 45m、規模4.50m、南

辺は柱間1.40m-1. 95m-1. 45m、規模4.80mであ

る。梁行の柱間は西辺1.65m-1. 45m、東辺1.25m

-1.85m、規模3.10mである。面積は33.48面を測る。
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第342図 F区第75号掘立柱建物跡
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一柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘
形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第70号掘立柱建物跡（第337• 67 • 68図）

桁行3間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

BE58、BF58グリッドに位置し、第 1号住居跡、第3.

69号掘立柱建物跡と重複する。

柱間は桁行2.05m、梁行2.30m-l. 80m、規模は桁

行6.15mX梁行4.10m、面積25.215面を測る。桁行は

南北に面し、軸方位をN-1'-Wに向ける。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第71号掘立柱建物跡（第338• 68図）

2間X2間の側柱掘立柱建物跡である。 BF59グ

リッドに位置し、第1号住居跡、第3• 4号掘立柱建

゜
2m 

物跡と重複する。

柱間は相対する東西辺で異なり、西辺1.75m-2. 75 

m、東辺2.25m-2.25m、南北辺2.lOm-1. 70mであ

る。規模は南北4.50mX東西3.80m、面積17.lOmを

測り、軸方位をN-10.5°-Eに向ける。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第72号掘立柱建物跡（第339• 68図）

桁行3間x梁行2間と想定される側柱掘立柱建物跡

である。 BE58・59、BF59グリッドに位置し、第71号

掘立柱建物跡と重複する。東半は調査区外にある。

柱間は桁行1.95m-l. 65m-2. 25m、梁行1.75m 

を測り、規模は桁行5.85mX梁行3.50m、面積20.475

面と推定される。桁行は東西に面し、軸方位をN

-28.5°-Wに向ける。
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第343図 F区第76号掘立柱建物跡
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柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第73号掘立柱建物跡（第340• 67図）

桁行4間x梁行3間の側柱掘立柱建物跡である。

BE57 • 58、BF57• 58グリッドに位置し、第3• 5 • 

67 • 68 • 69 • 70号掘立柱建物跡と重複する。

桁行は南北に面し、軸方位をN-7 °—E に向ける。

梁行の柱間は相対する辺と異なり、西辺は1.50m-2.80

m-1.90m、東辺は1.85m-2. 45m-1. 90mである。

桁行の柱間は1.70m-1. 70m-1. 95m-1. 40m、規

模は桁行6.75m X梁行6.20m、面積41.85mを測る。

柱痕の有無や柱掘形の充埴状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第74号掘立柱建物跡（第341• 62図）

桁行3間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

BF48・49、BG48グリッドに位置し、第21号掘立柱建

物跡、第55• 56号井戸跡、第34号溝跡と重複する。

桁行は南北に面し、軸方位をN-25°-Wに向ける。

桁行の柱間は相対する辺と異なり、北辺2.60m-2.00

m-2.80m、南辺2.30m-2. 30m-2. 80mである。梁

行の柱間は2.00m-1.70m、規模は桁行7.40mX梁行

3. 70m、面積27.38面を測る。

柱阜の有無や柱掘形の充壌状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第75号掘立柱建物跡（第342• 59図）

2間X2間の総柱掘立柱建物跡である。BF47、

BG47グリッドに位置し、第50号住居跡と重複する。

-332-



第344図 F区第77号堀立柱建物跡・出土遺物
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第77号掘立柱建物跡
1 柱痕黒色土
a 黄褐色土含まない
b 黄褐色土粒少量

2 建物使用中の柱材周辺の補修土層か
黒色土 黄褐色土含まない

3 柱掘形充填

a 黒褐色土主体＋黄褐色土Taック10％程度

b 黒褐色土主体＋黄褐色土7‘aック30％程度

c 黄褐色土主体＋黒褐色土30％程度

d 黄褐色土主体＋黒褐色土10％程度

ー ーブ

゜
2m 

゜
10cm 
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F区第77号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第344図）

番号 1 器 種 I 口径 1 器高 1 底径 1 胎土 l 焼成 色 調 残存率 備 考

況； (16.0) 3.2 (10.6) IWB A
 
灰 5

 
P5末野産

第345図 F区第78号掘立柱建物跡
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第78号掘立柱建物跡
1 柱痕 黒褐色土 黄褐色土粒 ・焼土粒微；；；
2 柱掘形充填 黒褐色土
a 黄褐色土粒少量
b 黄褐色土粒 • 7渭ック50％程度
c 黄褐色土主体

柱間は東西2.50m、南北2.00m、規模は東西5.00

mX南北4.00m、面積20.00面を測り、軸方位をN

-7.5"-Wに向ける。東辺中間柱は検出されていない。

柱狼：の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。束柱の規模は、側柱と遜

色ない。

遺物は出上していない。

第76号掘立柱建物跡（第343• 59図）

桁行3間x梁行 2間の側柱掘立柱建物跡である。

BF48、BG48グリッドに位置し、第74号掘立柱建物跡、

第65• 110 • 121号井戸跡、第34号溝跡と重複する。

柱間は桁行2.35m、梁行2.35m、規模は桁行7.05

mX梁行4.70m、面積33.135面を測る。桁行は南北に

面し、軸方位をN-28°-Eに向ける。

柱痕の有無や柱掘形の充填状況は不明である。柱掘

形は円形で、規模は小さい。

遺物は出土していない。

第77号掘立柱建物跡（第344• 52図）

2間X2間の総柱掘立柱建物跡である。 BG39、

BH38・39グリッドに位置し、第174号住居跡、第78号

溝跡と重複する。

柱間は東西2.35m、南北2.30m、規模は東西4.70

mX南北4.60m、面積21.62面を測り、軸方位をN-

32°-Wに向ける。
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第346図 F区第79号掘立柱建物跡
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第347図 F区第80号掘立柱建物跡・出土遺物
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第80号掘立柱建物跡

1 柱抜取痕の人為的堆積

a 黒褐色土 黄褐色土TOック少塁

b 黄褐色土TOック主体

2 柱掘形充填

a 黒褐色土主体 黄褐色土TOック少量

b 黒褐色土＋黄褐色土TOック

c 黄褐色土主体
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F区第80号堀立柱建物跡出土遺物観察表（第347図）
番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色

1 蓋 (18.0) (1. 5) WB針 B 灰

第348図 F区第81号掘立柱建物跡

I 
uCぅJ 

］` 邑
p8 B' 

g 1| 
I I Cw J 

し ： 0 1 c ゜C 205 205 

P, 

I 

I゚ ニニ：ロ しn/ SE251 410 n 
SB83 

A 16.00 A' 

調 I残存率 備 考

5 IP 4 南比企産

P7 P, P, 

B' 

ー柱痕がPl・P3・P5・P8・P9で確認されて
いる。 P3 • P 8では建物存続中に柱根を補修したと

想定される土層が観察されている。柱掘形は方形で、

黄褐色土粒・ブロックを含む黒褐色土が衝き固められ

て充填されている。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。

第78号掘立柱建物跡（第345• 52図）

2間X2間の総柱掘立柱建物跡である。 BG41・42グ

リッドに位置し、第170号住居跡、第79号掘立柱建物

跡、第50号溝跡と重複する。

柱間は南北2.20m、東西1.90m、規模は南北4.40

mX東西3.80m、面積16.72mを測る。軸方位をN-

37.5°-wに向ける。

P, 

E
d
 ー

3N3~~ 

冒
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c
 p3 

c
 

゜

第81号掘立柱建物跡
1 柱抜取痕黒褐色土
2 柱掘形充填

2m a 黒褐色土 黄褐色土T砂ク多
b 暗黄褐色土主体

柱痕がPl・P4・P6・P7・P9で確認されて

いる。柱掘形は隅丸長方形で、黄褐色土粒・ブロック

を含む黒褐色士が充填されている。束柱のP5と西辺

中間柱のP8は浅い。

遺物は出土していない。

第79号掘立柱建物跡（第346• 52 • 55図）

桁行3間x梁行 2間の側柱掘立柱建物跡である。

BG41・42、BH42グリッドに位置し、第78号掘立柱建

物跡、第50号溝跡と重複する。

柱間は桁行2.60m-2.85m-2.35m、梁行1.85m

-1. 95m、規模は桁行7.80mX梁行3.80m、面積

29.64面を測る。桁行は南北に面し、軸方位をN-35.5°

-Eに向ける。

断面観察が可能であったP9・P10・P11には柱痕
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第349図 F区第82号掘立柱建物跡・出土遺物
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F区第82号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第349図）

番号 器 種 口径 益＂口 古向 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 蓋 (2.3) WB針 A 灰 5 南比企産

2 芸，＂ (16.4) (3. 7) WB針 A 灰 20 南比企産 自然釉付着

3 杯 (12.9) 3.6 (7.4) WBR針 A 灰 20 南比企産

4 杯 (12.1) (3 8) WB針 A 灰 20 p 9 南比企産

5 杯 12.7 3.2 7 3 WB針 A 灰 80 南比企産 底部全面ヘラ黒色付着物

6 長頸壺 (2.6) (9 5) WB針 A 灰 南比企産内外面自然釉付着 貼付高台

7 杯 (11.8) (3.5) WBR B 橙 10 

8 杯 (12.8) (2.8) BR B 橙 20 

カ所御忍されていることから、すべての柱穴に柱痕が残

存していた可能性がある。柱掘形は円形で、規模は小

さい。黄褐色土粒・ブロックを含む黒褐色土力吋ジ属さ

れている。
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第350図 F区第83号掘立柱建物跡
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第83号堀立柱建物跡
1 柱抜取痕の人為的堆積
a 黒褐色土 黄褐色土TOック(5~20mm)少
b 叩姻色土 黄褐色土Tnック(5~30mm)極多忌
2 柱掘形充填
a I;¥蠍乾止黄褐色土Toック(5~30mm)多
b 暗褐色土 黄褐色上Tnック(5~20mm)少

誓冒 二

遺物は図示し得ないが、須恵器甕・蓋．杯片、土師

器甕・杯片が出土している。

第80号掘立柱建物跡（第347• 49図）

桁行3間の側柱掘立柱建物跡で、梁行は2間と想定

される。 BF37・ 38、BG37・38グリッドに位置し、第

78号溝跡と重複する。

D
 

D' 

P12 P, P4 

斤 SD85 八』髯脅／灰／／虜加”“

｀ ゜
2m 

柱間は桁行2.20m、梁行2.20m、規模は桁行6.60m

を測り、梁行4.40m、面積29.04m'と推定される。桁行

は東西に面し、軸方位をN-19°-Wに向ける。

柱痕がPl・P2・P3・P5に確認されている。

柱掘形は方形で、南東隅柱のP4はL字形を呈してい

る。黄褐色土粒・ブロックを含む黒褐色土が版築状に

-338 -



第351図 F区第84号掘立柱建物跡出土遺物 第352図 F区第85号掘立柱建物跡出土遺物
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F区第84号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第351図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸m (2.5) WB針 A 灰 10 P19南比企産

2 芸皿 (16.0) (1. 7) W針 A 灰 5 PlO南比企産

3 杯 (14. 9) (2.8) WB針 B 灰 5 Pl5南比企産

4 杯 (0 6) 9 3 WB針 A 灰 20 P20南比企産底部周辺ヘラ

5 況； (0 6) (6 9) WB針 A 灰 10 P5南比企産底部周辺ヘラ

6 甕 WB針 A 灰 P20南比企産自然釉付着

7 甕 WB A 灰臼 P15湖西 or秋間産？

8 乖式 WB A 灰白 Pl5湖西or秋間産？

F区第85号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第352図）

番号 器 種 日径 益＂＂． 古向→ 底径 胎上 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸＂寸 (1 4) WB針 A 灰白 5 P5南比企産

2 杯 (12.3) (1.7) WBR針 A 灰 10 P4南比企産

3 芸皿 (2 2) WR針 A 灰 5 P4南比企産

4 均； (13.4) (3 2) WB針 A 灰 5 p 4南比企産

5 短頸壺 (3 4) WBR針 A 灰 5 p 1南比企産

6 椀 (4.5) (9.4) WB針 A 灰 20 SB84Pl 7 SB85P14南比企産底部全面ヘラ

7 甕 WB B 灰白 p 6南比企産？

8 甕 WB A 灰白 p 4湖西or秋間産？

丁寧に衝き固められて充填されている。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。

第81号掘立柱建物跡（第348• 52図）

2間X2間の総柱掘立柱建物跡である。 BE40、

BF39・40グリッドに位置し、第82号掘立柱建物跡、第

501 • 506 • 507号土壊と重複する。

柱間は南北2.15m、東西2.05m、規模は南北4.30

mX東西4.10m、面積17.63mを測る。軸方位をN-

33.5°-wに向ける。東辺中間柱のP2は検出されてい

ない。

柱は抜き取られ、すべての柱穴で抜き取り痕か確認

されている。柱掘形は円形で、規模は小さい。黄褐色

土粒・ブロックを含む黒褐色土力吋サ晨されている。

遺物は図示し得ないが、須恵器杯片、土師器甕•:f:不

片が出土している。
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第353図 F区第84• 85号堀立柱建物跡
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第354図 F区第86号掘立柱建物跡・出土遺物
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第86号掘立柱建物跡

1 柱抜取痕
黒褐色土

2 柱痕

黒褐色土 黄褐色土粒微景

3 柱掘形充填

黒褐色土＋黄褐色土7̀0ック

a 黒褐色土主体

b 黒褐色士主体 黄褐色土少堡

c 黒褐色土＝黄褐色土

d 黄褐色土主体

＼三 ／

＇ 2 
゜

10cm 

第84号掘立柱建物跡

1 柱痕黒褐色土
黄褐色土7，，〇ック 炭化物粒・焼土粒少棗

2 柱材際への流入土か
a 暗褐色土 黄褐色土Tnック互居

b 黒褐色土 黄褐色土7̀0ック多 炭化物

3 柱根固め オリー7` 灰色粘質土

4 柱掘形充填

a 暗褐色土主体

b 暗褐色土＋黄褐色土
c 黄褐色土主体
第85号掘立柱建物跡

5 柱抜取痕の埋め戻し後の、掘削・埋め戻し

a 黒褐色土主体

b 黒褐色土＝黄褐色土
c 黄褐色土＞黒褐色土
6 柱抜取痕の人為的堆積

黒褐色土7̀nック＋黄褐色土7‘0ック

a 黒褐色土主体

b 黒褐色土＝黄褐色土
c 黄褐色土＞黒褐色土
7 柱掘形充填

a 黒褐色土＞黄褐色土

b 黒褐色土＝黄褐色土
c 黒褐色土＜黄褐色土
8 溝部充填（柱掘形の充填と同時）

a 黄褐色土主体 黒褐色土Tn沙少塁

b 黄褐色土主体

゜
2m 

F区第86号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第354図）

番号 1 器 種 1 口径 1 器高 1 底径 1 胎土 1 焼成 1 色 調 1残存率 備 考

1

2

 

杯

甕

03.0) I (3.2) WB 

WB 

黄

白
浅

灰
B

A

 

10 | Pl4 
P2南比企産

第82号掘立柱建物跡（第349• 52図）

桁行3間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

BE39・40、BF39・40グリッドに位置し、第175号住居

跡、第81号掘立柱建物跡、第501• 505 • 506 • 507号土

壊と重複する。

柱間は桁行2.70m-1.60m-2.60m、梁行1.90m、

規模は桁行6.90mX梁行3.80m、面積26.22面を測る。

桁行は南北に面し、軸方位をN-30'-Wに向ける。北

辺桁行中間柱のP3は検出されていない。

柱は抜き取られている。柱掘形は円形で、規模は小

さい。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・杯片、土師器甕・

杯片が出土している。

第83号掘立柱建物跡（第350• 52図）

桁行3間x梁行 2間の側柱掘立柱建物跡である。

BF40、BG40グリッドに位置し、第170号住居跡、第503

号土壊、第251号井戸跡、第85号溝跡と重複する。

柱間は桁行2.30m、梁行2.05m-2.35m、規模は桁

行6.90m X梁行4.40m、面積30.36面を測る。桁行は

東西に面し、軸方位をN-20.5°-Wに向ける。

柱は抜き取られ、人為的に埋め戻されている。柱掘

形は円形で、規模は小さい。賀褐色土粒・ブロックを

含む褐色土が充填されている。束柱は柱位置が南北方

向に張り出し、側柱に比べて浅い。

遺物は図示し得ないが、須恵器杯片、土師器甕・杯

片が出土している。

第84• 85号掘立柱建物跡（第351• 352 • 353 • 49図）

BD37、BE36• 37、BF37グリッドに位置する 2棟

の掘立柱建物跡である。第84号掘立柱建物跡は桁行4

間x梁行3間の総柱掘立柱建物跡、第85号掘立柱建物

跡は桁行4間X梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

2棟の関係は、第85号掘立柱建物跡を建て替えて、第

84号掘立柱建物跡を建立している。建て替える際に、

柱間距離は踏襲しながら、 4間X2間側柱掘立柱建物

から 4間X3間総柱掘立柱建物跡へ上屋構造は変化し

ている。
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第355図 F区第87号掘立柱建物跡
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第66• 88 • 176 • 188 • 189号住居跡、第85号掘立柱

建物跡、第244• 550号土壊、第66• 78号溝跡と重複す

る。

第85号掘立柱建物跡の柱間は桁行2.40m、梁行2.40

m、規模は桁行9.60mX梁行4.80m、面積46.08面を

測る。桁行は東西に面し、軸方位をN-19.5°-Wに向

ける。柱は抜き取られ、第84号掘立柱建物跡は抜き取

り痕を再利用している。柱掘形は方形で、隅柱はL字

形を呈している。桁行東辺のP2-P3、P4-P5

は溝で連結され、柱掘形と同時に埋め戻されている。

黄褐色土粒・ブロックを含む黒褐色土が版築状に丁寧

に衝き固められて充壌されている。

第84号掘立柱建物跡の柱間は桁行2.40m、梁行2.20

m、規模は桁行9.60mX梁行6.60m、面積63.36面を

測る。桁行は南北に面し、軸方位をN-21.5°-Wに向

ける。

柱痕がP4 • P 5 • P 9 • P 10 • P 15 • P 20で確認

されている。柱掘形は方形で、北東・南西隅柱はL字

形を呈している。束柱の柱掘形は方形もしくは円形で、

側柱に比べて規模は小さく、浅い。いずれも黄褐色土

粒・ブロックを含む黒褐色土が版築状に丁寧に衝き固

められて充填されている。

第84• 85号掘立柱建物跡は、桁行4間X梁行2間の

「溝もち」側柱の第85号掘立柱建物跡が、桁行方向を変

えた桁行4間x梁行3間の束立て床貼り総柱の第84

号掘立柱建物跡に建て替えた特異な例である。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・蓋．杯片、土師

器甕．杯片が出土している。

第86号掘立柱建物跡 （第354• 49図）

桁行3間x梁行3間の総柱掘立柱建物跡である。

BD38・39、BE38・39グリッドに位置し、第176・178・

179 • 180 • 195号住居跡、第553号土壊、第264号井戸

-344-



第356図 F区第88号掘立柱建物跡
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第88号掘立柱建物跡

1 柱痕 黒褐色土 2 柱掘形充填

黄褐色土粒少量 黒褐色土＋黄褐色土

a 黒褐色土＞黄褐色土

b 黄褐色土主体

゜
2m 

跡と重複する。

柱間は桁行2.45m、梁行1.90m、規模は桁行7.35

mX梁行5.70m、面積41.895面を測る。桁行は南北に

面し、軸方位をN-8°-Wに向ける。

P3・P5・P6・P7では柱抜き取り痕が確認さ

れ、 P1 • P 8 • P 14 • P 16に柱痕が残存している。

柱掘形は方形で、黄褐色土粒・ブロックを含む黒褐色

土が丁寧に衝き固められて充填されている。

遺物は図示したほかに、須恵器甕・蓋・杯片、土師

器甕・杯片が出土している。

第87号掘立柱建物跡（第355• 51図）

桁行3間x梁行2間の側柱掘立柱建物跡である。

BD40、BE40グリ ッドに位置し、第61号住居跡、第

242 • 561号土壊、第50• 53号溝跡と重複する。

柱間は桁行1.45m-1.95m-2.45m、梁行1.80m

-1.40m、規模は桁行5.85mX梁行3.20m、面積

18.72面を測る。桁行は東西に面し、軸方位をN-10.5°

_Wに向ける。

柱痕は断面観察が可能であったP4 • P 8 • P12に

確認されていることから、基本的には残存していたも

のと想定される。柱掘形は円形で、規模は小さい。黄

褐色土粒・プロックを含む黒褐色土力吋ジ員されている。

遺物は図示し得ないが、須恵器甕片、土師器甕・杯

片が出土している。
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第357図 F区第89号掘立柱建物跡
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第88号掘立柱建物跡（第356• 46図）

桁行3間x梁行2間の総柱掘立柱建物跡である。

AY33 • 34、AZ33• 34グリ ッドに位置し、 第198号住

居跡、第566号土壊、 第140• 142号溝跡と重複する。

柱間は桁行1.75m、梁行1.45m、規模は桁行5.25

mX梁行2.90m、面積15.225m'を測る。桁行は南北に

面し、軸方位をN-30.5°-Wに向ける。梁行西辺のP

5は検出されていない。

柱痕がP8 • P12を除く柱穴から確認されている。

柱掘形は方形で、規模は小さい。黄褐色土粒 ・ブロ ッ

クを含む黒褐色土力弓邸箕されている。

遺物は出上していない。

第89号掘立柱建物跡（第357• 46図）

桁行2間x梁行 1間の側柱掘立柱建物跡である。

AZ33・34グリッドに位置し、第568号土壊と重複する。

柱間は桁行2.15m-l.85m、規模は桁行4.00mX梁

行2.50m、面積10.00面を測る。桁行は東西に面し、軸

方位をN-36"-Wに向ける。

柱痕が、いずれの柱穴からも確認されている。柱掘

形は方形で、規模は小さい。褐色土と黄褐色土の混合

土力吋ジ旗されている。

遺物は図示し得ないが、土師器甕・杯片が出土して

いる。
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3.柵列跡
第1号柵列跡（第358• 67図）

BF56・57、BG56グリッドに位置し、第2号住居跡、

第33号上塙、第1号溝跡と重複する。

平面規模・深さの近似する 6本の柱穴列である。柱

間はP1-2.00m-P 2-l.30m-P 3-l.30m-

P 4-2.70m-P 5-2.30m-P 6を測り、統一性が

ない。 Pl-9.60m-P 6、列方位はN-13'-Eを向

いている。断面観察が可能なP2 • P 5には、柱痕が

確認されている。柱掘形は円形で、黄褐色土を含む黒

褐色土力吋ジ旗されている。

遺物は図示し得ないが、須恵器甕片、土師器杯片が

出土している。

第 2•3•4•5 号柵列跡（第359 • 65 • 67図）

BF55・ 56、BG55・56、BH55グリッドに位置する。

第3号柵列跡は第20号住居跡と、第 5号冊列跡は第41

号住居跡と重複する。

第2号柵列跡は第3号柵列跡と、第4号柵列跡は第

5号柵列跡と対になり、それぞれ同時存在していたも

のと推測される。第 2• 3号柵列跡と第4• 5号柵列

跡は直交し、第2号柵列跡p1と第4号柵列跡p1、

第3号柵列跡p1と第4号柵列跡P3は重複する。第

2 • 3号柵列跡と第4• 5号柵列跡の新旧関係は不明

である。

第2• 3号柵列跡は互いに4本の柱穴列が対になっ

ている。柱間はPl-l.60m-P 2-l.70m-P 3 

-l.70m-P4、Pl-5.00m-P4、列間距離5.10

mを測る。列方位はN-82.5'-Wを向いている。第2

号柵列跡P4、第3号柵列跡p1から柱痕力浙卸忍され

ている。柱掘形は円形で、規模は小さい。黄褐色土粒・

ブロックを含む黒褐色士が充填されている。

第4• 5号柵列跡は互いに 7本の柱穴列が対になっ

ている。柱間はPl-2.50m-P 2-2.60m-P 3-

2.50m-P 4-2.50m-P 5-2.60m-P 6-2.70 

m-P7、Pl-15.40m-P 7、列間距離3.10mを測

る。列方位はN-7'-Eを向いている。柱痕が第4号

柵列跡はPl・P5・P7から、第5号柵列跡はP7

を除く柱穴から確認されている。柱掘形は方形を基本

とし、規模は小さい。黄褐色土粒・ブロックを含む黒

褐色土が充填されている。

遺物は図示したほかに、須恵器甕．t不片、土師器甕

片が出土している。

第6• 7号柵列跡（第360• 51 • 52図）

BE41・42グリッドに位置し、第49号溝跡を挟んで対

峙する柵列跡である。第6号柵列跡は第342号土壊、第

7号柵列跡は第34号掘立柱建物跡と重複する。

第6号柵列跡は柱穴5本の列で、第 7号柵列跡は柱

穴6 (7)本の列である。第6号棚列跡P3 • P 4 • 

P5と第7号柵列跡P4・P6・P7が対応する。

第358図 F区第 1号柵列跡
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第1号柵列跡

1 柱痕黒褐色土 黄褐色土粒微忌
2 柱掘形充填
a 灰粘性強

b 黒褐色土 黄褐色土7`ロック多忌

c 黒褐色土炭化物微忌粘性強
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第359図 F区第 2 • 3 • 4 • 5号柵列跡・出土遺物
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F区第2• 3 • 4 • 5号柵列跡出土遺物観察表（第359図）

番号 器 種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

蓋 (19.2) (2.1) WB針 B
 

灰 20 SA05 P 7南比企産

第360図 F区第 6 • 7号柵列跡
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第6.7号柵列跡
1 柱痕黒褐色土
2 柱掘形充填 黒褐色土
a 黄褐色土含まない
b 黄褐色土粒． 7‘nック少呈

c 黄褐色土粒 • Tnック多

d 黄褐色土主体
3 SA07-Pit4より新しい柱痕
黒褐色土 黄褐色土粒少旦

0 2m 
| l | 

第6号柵列跡の柱間はP1-2.00m-P 2-1.50 

m-P 3 -1. 70m-P 4 -1.50m-P 5、P1-6. 70 

m-P5、第7号柵列跡の柱間はP2-1.50m-P 3 

-0.90m-P 4 -1. 70m-P 6 -1. 50m-P 7 -

1.60m-P8、P2-7.20m-P 8、列間距離2.90m

を測る。列方位はN-25.5°-Wを向いている。

柱痕は、第6号柵列跡P2・P3・P4・P5、第7号

柵列跡P3・P5・P6・P7・P8から確認されて

いる。いずれの柵列跡も柱掘形は円形を基本とし、 黄

褐色土粒・ブロ ックを含む黒褐色土力吋ジ属されている。

遺物は出土していない。

第49号溝跡と第6• 7号柵列跡の時期は近似し、橋

状の遺構となる可能性もあるが、その構造の復元はで

きない。

第8• 9 • 10・11号柵列跡（第361• 49 • 52図）

第8• 9号柵列跡は BF38・39、BG39グリ ッドに位

置し、第175号住居跡、 第53・85号溝跡と重複する。互

いに6本の柱穴列が対になり、 P 1-P2の柱間を除

いて一致する。第8号柵列跡の柱間はP1-2.30m-

P 2-2.60m-P 3-2.40m-P 4-2.55m-P 5-

2.45m-P6、P1-12.30m-P 6、第9号柵列跡の

柱間はPl -2.80m-P 2-2.60m-P 3-2.40m-

P 4-2.55m-P 5-2.45m-P 6、P1 -12.80m-

P6、列間距離2.60mを測る。列方位はN-29.5°-W

を向いている。柱は抜き取られている。柱掘形は方形で、

規模は小さい。黄褐色土を主体に充填されている。遺

物は図示したほかに、 土師器甕・士不片が出土している。

第10・11号柵列跡は BF38・39、BG39グリッドに位

置し、第492・495号土壊、第85号溝跡と重複する。互

いに 4本の柱穴列が対になり、柱間はPl-2.90m

-P 2 -2.70m-P 3 -3.40m-P 4、P1-9.00m 

-P4、列間距離3.60mを測る。列方位をN-53°-E
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第361図 F区第 8 • 9 • IO • 11号柵列跡・出土遺物
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第8.9号柵列跡
1 柱抜取痕の人為的堆積
a 黒褐色土主体

b 黒褐色土＋黄褐色土
c 黄褐色土主体
2 柱掘形充填

a 黄褐色土主体 7‘nック少
b 黄褐色土7"0ック主体
第10.11号柵列跡

3 柱痕暗褐色土

黄褐色土粒(2~5mm)少
4 柱掘形充填 黒褐色土
a 黄褐色土7,-0ック(5~10mm)若干
b 黄褐色土7̀0ック(5~20mm)30%
c 黄褐色土7`防ク(5~20mm)50%
d 黄褐色土7̀0ック(5~30mm)70％強

ビ ー］1

゜
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F区第 8 • 9 • IO • 11号柵列跡出土遺物観察表（第361図）

番1号1 器士不種 1二I口)I底径 し：こ I焼成 1橙色 調 1残存率 1 備

5 ISAlO P 3赤彩

考

に向けている。第11号柵列跡P4を除く柱穴から、柱

痕輝節忍されている。柱掘形は円形もしくは方形で、

規模は小さい。黄褐色土粒・ブロックを含む黒褐色土

が充填されている。遺物は図示したほかに、須恵器甕・

杯片、土師器甕・杯片が出土している。

第12号柵列跡（第362• 51図）

BE39・40グリッドに位置する 3本の柱穴列で、掘立

柱~建物跡の一部とも推測されるものの、周囲には対応

する柱穴力浙餌忍されなかったことから柵列跡と報告す

る。

柱間はPl-2.20m-P 2-2.50m-P 3、p1-

4.70m-P 3を測り、列方位をN-27°-Wに向ける。

柱痕がすべての柱穴から確認されている。柱掘形は

円形で、他の柵列跡と比べて規模は大きい。黄褐色土

粒・ブロックを含む黒褐色土が丁寧に衝き固められて

第362図 F区第12号柵列跡
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第12号柵列跡
BE40Gr-Pi t9 
1 柱痕
黒褐色土

黄褐色土粒

炭化物

2 柱掘形充填
黒褐色土

a 黒＞黄
b 黒こ黄

c 黒三黄
d 黒く黄

0 2m 
| I I 

充填されている。

遺物は図示し得ないが、土師器甕•土不片が出土して

いる。
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4.土壊
土壊は543基を数え、調査区全域に分布している。住

居跡や掘立柱建物跡の周囲に集中する傾向も窺える

が、平面形態や規模は多岐にわたり、積極的には関連

性を見いだすことはできない。多くの土壊の用途性格

は不明であるが、分布傾向から生活を営むにあたり、

第363図 F区土壊（ I)（第46図）

必要不可欠な遺構であったことが想定される。

埋没状況は不明なものが多いいが、自然堆積と把握

できるものと共に、人為的に埋め戻されているものも

認められる。第2• 17 • 73 • 84号土壊は最下層に炭化

物が堆積している。第84号土壊は壁面に焼土が堆積し

第570号土壕 第571号土壊 第569号土壕

て／ ＿ ／ さ令';i, "'1 

□, 
A 15.80 A' 

＜ | 

言 疇
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第364図 F区土壊 （ 2) （第46図）

第567号土壕

ぅ ・,讐 第215号土壕
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マ・ < | 
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口
SC/ 喜I
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第235号土壕 第238号土壕 第239号土塘

／ ロ

＜` I ‘< I 

A O)̂ ロ
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A A' A 15臀60 A 

昌 量 ゜
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第365図 F区土壊（ 3) （第47図）

第253号土壊 v̀
 

第252号土壊

，ゃ

／

,-/ 
も令

0
マ
~
g
-
<

第571号土壕
1 黒褐色土黄褐色土粒多員

第569号土凛
1 黒褐色土人為的堆積黄褐色土粒多盪

2 黒褐色土人為的堆積黄褐色土粒．
Tnック多量

第568号土讀
1 黒褐色土黄褐色土粒多嚢焼土粒．

炭化物粒少忌

冒

第567号土塙
1 暗褐色土 黄褐色土Tnック・焼土7，，〇ック

(5~30mm)多晨

2 暗褐色土 黄褐色土粒・焼土粒(2~5mm)若干

3 灰黄褐色土 黄褐色土粒． 7`0ック(2~15mm)多蓋

A' 

゜
2m 
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第366図 F区土壊（ 4) （第48図）
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第367図 F区土壊（ 5) （第48図）

第246号土凛 ,;. 
第258号土壕

ロロ］～≪

A 15.40 _A・. A 15.40 A' 

冒 曇
ているか、被熱による焼土化とは異なる。第14• 33号

土壊は長方形の平面形態で、上層に浅間A軽石と思わ

れる白色粒が堆積している。

出土遺物は士師器・須恵器・中世陶器の小破片が殆

どで、時期の特定は難い。第10号土壊では体部内面に

「寺」の文字が墨書された土師器杯、第497号土壊では

F区土壊

番号 グリッド 逍構図 全体図 形 状 長径m 短径m

1 BG58 414 67/68 楕 円 1. 90 1.14 

2 BF58 412 67 円 0.98 0.93 

3 BF59 416 68 円 0.98 0.92 

4 BF59 416 68 円 1 00 0 83 

5 BH58 414 67 不 整 1 96 1 73 

6 BH58 414 67 円 1.66 1.42 

7 BH58 415 67 円 1 87 1 65 

8 BH58 415 67 楕 円 1.13 0.84 ， BH58 415 67 楕 円 1.32 0 90 

10 BH57/58 415 67 楕 円 2.68 2.26 

11 BH58 415 67 不 整 1.60 1.38 

12 BH58 415 67 不 整 3.32 (2.98) 

13 BH57 415 67 不 整 2.19 1.37 

14 BH56 414 67 隅丸長方 (4.15) 1.50 

15 BF59 416 68 不 整 (0.84) 0.81 

16 BF57 412 67 不 整 1.61 (1. 72) 

17 BG57 413 67 隅丸方 1.13 (1.04) 

18 BE57 412 67 円 0.91 0.88 

19 BE57 411 67 楕 円 0.97 0.76 

20 BE57 412 67 不 整 1.22 0.99 

21 BE57 412 67 円 0.87 0.83 

22 欠番

23 BE56/57 412 67 円 0.84 0.80 

24 BG56/57 413 67 不 整 2.80 2.70 

25 BG56 412 67 0.80 (0.65) 

26 BF57 411 67 円 0.87 0.65 

27 BG58 414 67 楕 円 1.19 0 92 

28 BG58 414 67 楕 円 1. 20 0 93 

29 BG57 413 67 円 1.16 1.16 

第245号土塘

... ¥ 
、く| 

4¥ 喜I
< 

゜
2m 

底部外面に「大」の文字が墨書された須恵器杯が出土

している。第10号土壊の「寺」の文字は第17号住居跡

から出土した墨書土器と酷似し、同一人物によって書

かれた可能性がある。

なお、覆土の堆積状況は、A:人為的堆積、B:自然

堆積、 c:焼土混入、 D:地山混入とパターン化した。

深さ m 重複遺構 出土遺物・その他

0 34 須恵器蓋

0.26 須恵器杯土師器甕／j:不／壺羽日

鉄滓

0.24 

0.08 

0.30 須恵器甕／士不／蓋土師器甕／士不／蓋

支脚

0.23 須恵器杯土師器甕／士不

0.37 須恵器杯土師器甕／杯

0.10 

0.20 須恵器甕／士不／長頸壺土師器甕／士不

1.15 須恵器以土師器甕／杯縄文土器

0.33 SK12 土師器甕／士不

0.12 SKll 須恵器甕／杯／蓋土師器甕／杯／羽口

中世陶器

0.22 須恵器甕／士不土師器甕／i不／高杯

0.30 須恵器杯土師器甕／t不緑釉陶器

0.14 石

0.10 SB05 SD06 

0.15 土師器甕／壺

0.11 須恵器杯鉄滓

0.08 

0.64 

0.08 

0.48 

0 16 S]16 SD03/04 須恵器甕／壺／i不土師器甕／壺／土不

0.12 SJZ0/23 

0 12 

0 18 SJll 

0 24 SJll 須恵器甕／壺／士不

0.09 SJ13 土師器甕／壺
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第368図 F区土墳 （6)（第49図）
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第255号土壇
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黒色土主体焼土粒・炭化物粒混入
1層よりも暗炭化物層を縞状に包含焼土多呈
黒色土主体風化した黄褐色土粒多呈

黄褐色土粒極多呈

黄褐色士粒極多量

＜
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第369図 F区土堀（ 7) （第49図）

第522•523 • 537 ・538 ・540・541 ・542・ 543 • 544•545 • 546・ 548• 549号土壕
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H' 第535号土壕

SK523 

冒：
第550号土壊

4 1 

□
 

＜
 

冒
第463号土壇

万

口
て／ 

第545・544・ 541 • 523 ・537 • 538・548号土漿
第545号土墟

1黒褐色土 人為的堆積 黄褐色土7湘ック
(5~30mm)・焼土粒・炭化物粒

(2~10mm)多旦

第544号土墟
2 にぶい黄褐色土 人為的堆積 黄褐色土Toック

(5~30mm)多盈 焼土粒(2~

10mm)少呈

第541号土濃
3 黒褐色土人為的堆積黄褐色土Tuック

(5~20mm)・焼土粒(2~8mm)少三

｀ ＜
 

＜
 

第523号土凛
4 tぷい黄褐色土 人為的堆積 黄褐色土7，，砂ク

(5~20mm)多塁

5 にぶい黄褐色土 人為的堆積 黄褐色土7̀0ック
(5~30mm)多益

第537号土壊

6 暗褐色 土 黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒
(Z~10mm)多旦

7 暗褐色土黄褐色土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒
(Z~10mm)多旦灰混入

黄褐色土粒・焼土粒(Z~10mm)多塁8 灰黄褐色土

第538号土演
9 灰褐色土人為的堆積黄褐色土7‘nック

(5~20mm)極多呈

SJ183 

SJ182 

A
 

攣
第548号土凛
10黒褐色土 人為的堆積黄褐色土7令りック

(5~30mm) • 
焼土粒・炭化物粒(2~8mm)多塁

第550号土墟
1 黒 褐色 土 人為的堆積黄褐色土7湘ック多忌

第535号土塙
1 暗褐色土人為的堆積焼土粒・黄褐色土

7令0ック(5~20mm)少盪 黄褐色土

”ック(10~30mm)多塁

2 tぶい黄褐色土 焼土粒涅入 崩落土

゜
2m 
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第551号土墳 第553号土壕
｝ 

第370図 F区土壊 (8) （第49図）
"'I § 
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第532• 533 • 534号土塙
第532号土濱

1 黒褐色 土焼土粒 ・炭化物粒多塁砂質状若干もろい
2 にぶい黄褐色土 焼土粒少塁 褐灰色土 ・粘土7..ロック(10~20mm）？か混入 黄褐色

土

3 にぶい黄褐色土 黄褐色上粒多旦 焼土粒・炭化物粒含有は殆どない
粘土7,• ロック(1 0~15mm)混入

4 暗褐色土炭化物粒少塁鉄分粒藻混入

第533号土墟
4 黒褐色土人為的堆積炭層か層底部に炭層を配す

黒褐色土・焼土粒・炭化物粒多蓋

5 灰黄褐色土 人為的堆積層全体に粘土Tロック(20mm程）を配す焼土粒混入

6 暗褐色土人為的堆積炭化物粒多撮焼土粒は殆ど含まない
粘土Tnックの混入もない

第534号土演

7 にぶい黄褐色土 人為的堆積 粘土7`ロック(20mm程） ・黄褐色土7`砂ク(5~20mm)少塁：

第551号土濱

l黒色土黄褐色土粒少量

第553号土演

1 黒褐色土黄褐色土粒 ・焼土粒(2~10mm)少量：

第536号土濱

1 黒褐色 土人為的堆積黄褐色土7̀0ック ・焼土粒(5~15mm)少堡
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第371図 F区土壊（ 9) （第49図）

マ／ 
A
 

A
 

言言言言

第524号土塘 9

； □] 
A 15.80 

第461号土壕

又 口ゞ

第539号土壇

SJ184.,-
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A 15.60 A 

マ／ 

言言冒
8
・9
1
.
 

第531号土壕
第521号土凛 第539号土演

o¥・1 
1褐灰色土粘土屑 黒色土Tnック・炭化物Tnック(5~10mm) 1暗褐色土黄褐色土7湘ック(5~30mm)多塁

層下方に多員 灰層の粘土にしたものか 焼土粒少量

＇ 
2黒褐色土焼土7‘nック(10mm程度）全面に混入粘土粒混入 2 にぶiI黄褐色土 黄褐色土7',0ック(5~20mm)多塁

炭化物7̀nック(20mm程）少臣
3 にぶい黄褐色土 黒色土7‘nック・炭化物？（5~10mm)混入 第531号土演

1暗褐色土黄褐色土粒(2~10mm)少塁

第524号土域 2 tぷい黄褐色土 黄褐色土極多塁

J g | l 黒褐色土黄褐色土TOック(10~20mm)多塁焼土粒少塁

゜
2m 

< 2暗褐色土黄褐色土TOック(20~30mm)多塁

番号 グリッド 遺構図 全体図 形 状 長径m 短径m 深さm 重複遺構 出土遺物・その他

30 BG57 415 67 円 0.69 0.66 0.25 SJ12 須恵器杯土師器甕／土不／壺

31 BG57 413 67 楕 円 1 54 1 18 0.14 S114/15 須恵器杯土師器甕／壺羽口

32 BG57 413 67 不整楕円 1.56 1.16 0.25 SJ15 須恵器杯土師器甕／壺

33 BF56/57 411 67 隅丸長方 (6 25) 1 47 0.16 SAOl 須恵器甕／士不土師器甕中世陶器

磁器

34 BE57 412 67 不 整 1.68 (0 72) 0.80 須恵器杯土師器甕／杯中世陶器

35 BG57 412 67 不 整 0 81 0 68 0.44 SJ13/15 須恵器甕／j:不土師器甕／j:不

36 BG57 413 67 不 整 1.60 1.55 0.24 須恵器杯土師器甕／壺／j;不

37 BG57 413 67 不 整 0 76 0.61 0.34 SJ13 須恵器蓋土師器甕／壺

38 BG56 412 67 円 1.15 1.02 0.14 SJ21 

39 BH56 413 67 楕 円 0.68 0 55 0.37 土師器甕

40 BE56 411 67 円 0.77 0.73 0.07 土師器甕

41 BE55 411 67 円 0.72 0 64 0.12 

42 BE56 411 67 不 整 0.99 0 88 0.18 SD07 

43 欠番

44 BE56 411 67 円 1.50 1 44 0.12 

45 BG55 412 67 円 0 73 0 64 0.10 

46 BD54 407 65 円 1.02 1.00 0.20 土師器甕／土不

47 BD54 407 65 円 1 18 (1 00) 0.20 SK48 土師器杯

48 BD54 407 65 楕 円 1 31 (1 02) 0.15 SK47/49 須恵器杯土師器甕／土不

49 BD54 407 65 楕 円 1.18 0 96 0.18 土師器甕

50 BD54 407 65 円 1.03 0 88 0 06 須恵器杯土師器甕

51 BD54 407 65 円 0 79 0.76 0.15 須恵器杯土師器甕／士不

52 BD54 407 65 不 整 1 42 0.78 0.16 土師器杯

53 BF55 411 67 不 整 0 68 0.59 0.27 SD07 須恵器甕／土不土師器甕／土不

54 BF55 411 67 不 整 0 86 0.70 0.14 SD07 土師器甕

55 BE53 407 65 隅丸長方 1.83 1.30 0.06 

56 BH56 414 67 円 1 34 1.10 0.10 SJ22 須恵器甕

57 BG52 408 65 円 1.10 1 03 0.16 

58 BG52 408 65 1 06 (0.48) 0.08 SE13 

59 BH53 410 66 隅丸長方 1.14 0.54 0.11 SJ34 

60 BH53 410 66 隅丸長方 1 02 0.67 0.32 SJ34 須恵器甕／j:不／薔土師器甕
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第372図 F区土壊 (10) （第5|図）
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第373図 F区土壊 (II) （第5|図）
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第224• 225 • 229号土塙
第224号土濱

1 黒褐色土 黒色土主体 混入物は殆ど含まない均質な層

第225号土演

2 黒褐色土黒色土主体混入物は殆ど含まない均質な層
3 明黒褐色土基本的には1層と同じ 風化したll-ム粒混入

1層より明るい

第229号土懐

4 灰褐色砂質土 灰色粘土中に天明火山灰混入 aは火山灰を多塁
bはしまりが強く、灰色の色調も強い cはbより

色調が強い dは粘性が強い eは黄色の度合いが強い

5黄褐色土人為的堆積黄褐色土・暗褐色土・黒褐色土混合土
黄褐色土の比率が高い 版築状

6黒褐色土人為的堆積 2a層と基本的に同じ 黄褐色土の比率
が低く 黒褐色土多呈色調暗い

7黒褐色土人為的堆積黒褐色士主体黄褐色土・暗褐色土混入

2a • 2b層に比べると粘性が強い
8 灰黄褐色土鉄分？の沈着著しい

9 黄灰色土粘性強い

10暗灰黄色土やや砂質
11明黄褐色土鉄分？沈着多い 3層ほどではない

第561号土墟
1 暗褐色 土人為的堆積黄褐色土7̀llック(5~20mm)少量

第231号土墟
1 黒褐色土焼土7ゞllック(20mm大）少最焼土粒・炭化物粒．

炭化物7、llック(20mm大）少蓋

2 極暗褐色土焼土粒・黄褐色土粒少旦

3 暗褐色土黄褐色土粒多蓋焼土粒．灰色シルト7̀llック(20mm大）少蓋

4 黒褐色土焼土粒・炭化物粒少忌黄褐色土粒混入

5 黒褐色土焼土粒少塁黄褐色土粒・黄褐色土7̀llック(20mm大）多塁

゜
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第374図 F区土壊 (12) （第5|図）

第226号土墳 第222号土濃
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SJ195 
A' A 15.80 A' A 16.00 

SK555 SK556 SK232 

冒
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/)'///////////////////,””//加1///////,

［ 
第233• 248 • 249 • 250号土墟

第243号土墳

へ第242号土壕

、A
u
9
 

so 

A 15.80 A' A 15.80 A' 

量
第554号土壕

"'1 

ーム〉『n □言 : 第555556号土城 喜I
第555号土墟

<:. 

1 暗褐色土黄褐色土TOック(20~30mm)少呈
2 暗褐色土黄褐色土粒少塁
3 tぶい黄褐色土 壁面等の崩落土と考えられる

゜
2m 

第556号土墟

喜I

一
4暗褐色土焼土粒・黄褐色土Tnック(10~20mm)多塁

入 5 暗褐色土涅入物なし
◄ 

第226号土墟
1 暗黒褐色土 黒色土主体焼土大7'0ック多量
2 暗黒褐色土黒色土主体炭化物・焼土微粒混入
3 黒 色 土炭化物主体

4 黒褐色土 2層に類似混入物極少呈明るい
5 暗黄褐色 土 風化した軒ム粒多塁
6 黄褐色士 0-A7̀nックのほぽ純層 生成の理由は不明

第554号土塙
1 黒褐色土黄褐色土粒・焼土粒(2~5mm)少蓋
2 暗褐色土黄褐色土粒(2~10mm)少塁焼土粒(2mm)若干
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第375図 F区土壊 (13) （第5|図）
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A A 15.60 

第220号土壕

い、くI ＜` | 

2m 

゜
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喜I
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番号 グリッド 遺構図 全体図 形 状 長径m 短径m 深さ m 重複遺構 出土遺物・その他

61 BF53 407 65 円 0.81 0.81 0.06 

62 BF53 407 65 円 0.91 0.88 0.22 

63 BF54 BG54 408 65 円 0.84 (0. 70) 0.06 SJ36 覆土A

64 BF54 BG54 408 65 楕 円 2.10 1.58 0.40 SJ36 覆土B 土師器甕／j:不

65 BF54 408 65 円 0.71 (0.60) 0.22 SE18 覆土B

66 BG54 408 65 円 1.08 1.04 0.22 覆土A

67・72 BG54 409 65 不 整 3.03 1. 76 0.26 SJ36 67覆土A 72覆土B 須恵器甕／j:不

土師器甕／士不

69 BE54 408 65 長 方 2.15 (1.80) 0.09 SJ38 SE44 土師器甕

70 欠番

71 欠番

73 BF54 407 65 楕 円 1.08 0 44 0.07 覆土C 土師器甕

74 BH55 408 65 円 0.76 0 66 0 45 SJ37/41 覆上A 須恵器杯土師器甕

75 BG54 409 65 円 2 80 2.44 0.30 SK79 SE169 覆土B 須恵器甕／杯土師器甕／土不

76 BG54 409 65 隅丸長方 1.43 1 12 0 15 覆土C 土師器甕

77 欠番

78 BG53 408 65 楕 円 1 00 (0 64) 0.10 SE23 SD14 覆土A

79 BG54 409 65 楕 円 1 56 0.86 0 17 SK75/80 覆土C 須恵器甕／杯土師器甕／士不

80 BG54 409 65 不整楕円 0 80 0.54 0 12 SK79 覆土C 須恵器杯土師器甕

81 欠番

82 BG54 BH54 408 65 楕 円 1 43 0.87 0 11 覆土B

83 BD52 407 62/65 不 整 2.46 2 18 0 23 覆土B 土師器甕／i不

84 BD51 BE51 403 62 隅丸方 1 22 1.14 0.28 SJ44 覆土C 須恵器江土師器甕／j:不

85 BC50 402 62 不 整 1.87 1.33 0 12 覆土C 須恵器甕土師器甕／j:不

86・87 BH55 410 66 1.85 (0 53) 0.52 SD14 覆土A 須恵器甕土師器甕

88 BD49/50 402 62 不 整 1.58 1.30 0 12 覆上A 土師器甕

89 BD50 402 62 楕 円 1.18 0.78 0.10 覆土A 土師器甕

90 BC51 403 62 円 0 57 0.50 1.59 SB12 SD18 覆土B

91 BC48 390 58 不 整 1. 41 1.06 0 56 覆土A
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冒
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第505号土壕
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A 16.00 A‘ 
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S~S 

トー

B B' 

第509・510・511-517号土濱
第509号土墟
1 灰黄褐色土黄褐色土7，，砂9（5~35mm)多塁

第510号土濱
2 黒褐色土人為的堆積黄褐色土Taック(5~20mm)• 

焼土粒(2~5mm)少塁
3 tぶい黄褐色土 人為的堆積 黄褐色土Taック(5~30mm)多量

第511号土塙

4黒褐色土
5 灰黄褐色土

6 黒褐色土
7 にぶil黄褐色土

第563号土壕
2 tぶ1,黄褐色土

3 ［ぶい黄褐色土

黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒(2~10mm)多盤
黄褐色土7屯ック(5~30mm)多量 崩落士
黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒(2~5mm)少量
黄褐色土7頂ック(5~50mm)極多塁 崩落土

第517号土壕
8 暗褐色土人為的堆積黄褐色土Toック(5~50mm)多且

第558• 563号土演
第558号土城
1 黒褐色土焼土粒・黒色土7‘0ック(20~30mm)多塁

黒色土7さ0ック(20~40mm)・焼土粒多塁
粘土7',0ック(20mm程） ・鉄分粒多益

1層に対応する灰粘土か？
4 tぶい黄褐色土 黄褐色土Tnック(10~30mm)涅入

A 15.60 A' 

冒
B 15.60 8

 

鬱
第508号土塘

ヘ
＜
 

冨 8
,91 
V
 

第501号土墟

1 黒褐 色 土焼土粒・炭化物粒(Z~10mm)多旦
黄褐色土粒(Z~5mm)少蓋

Z 灰黄褐色土焼土粒 ・炭化物粒(Z~5mm)少旦
黄褐色土粒 • Tnック(Z~25mm)多塁

3 灰黄褐色土 黄褐色土7湘ック(5~30mm)極多量
崩落土

第505号土凛
l 灰黄褐色土 焼土7湘ック・黄褐色土7中0ック(5~15mm)

帯状に多旦

z黒褐色土黄褐色土粒・焼土粒(Z~5mm)少塁
炭化物(Z~20mm)全体的に少員
土器片須恵坪等

3

4

5

 

第508号土濱
1 暗褐色土黄褐色土粒 ・焼土粒・炭化物粒

(2~5mm)少塁
2 暗褐色土黄褐色土粒 ・焼土粒・炭化物粒

(2~20mm)極多旦
灰層 炭化物粒・焼土粒(2~5mm)多塁

焼土7"Dック(5~50mm)極多旦
黄褐色土粒(2~5mm)多呈

灰黄褐色土

灰黄褐色土

暗褐色土

第552号土濱
l黒色土 自然堆積

゜
2m 
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A 16.00 

SK506 SK507 

宣
第512・513号土凛

第512号土墟

1 暗褐色土人為的堆積黄褐色土Tnック(5~30mm)少呈

2 灰黄褐色土 人為的堆積 黄褐色土Tnック(5~30mm)多堡

第513号土墟

3 黒褐色土人為的堆積黄褐色土7渭ック(5~25mm)少棗

4 にぶい黄褐色土 人為的堆積 黄褐色土7•,n ック (5~30mm)極多忌

第514・515号土塙

第514号土墟

1 暗褐色土人為的堆積黄褐色土TOック(5~15mm)少埜

焼土粒・炭化物粒(2~5mm)若干

第515号土城

2 灰黄褐色土 人為的堆積黄褐色土7̀0ック(5~15mm)-

焼土粒・炭化物粒(2~5mm)少屋
人為的堆稽 黄褐色土7‘nック(5~50mm)極多塁

6LP~S 

3 にぶ11黄褐色土

第500号土墟
1 暗褐色土黄褐色土7ゞ0ック(5~30mm)少数

2 tぶ11黄褐色土 黄褐色土Tnック(5~30mm)多盤

第498号土城

1 黒褐色 土 黄褐色土粒少醤

2 暗黄褐色土

第499号土塙

1 黒褐色土

第503号土塙
1 黒褐色土黄褐色土粒(2~5mm)若干
2 灰黄褐色土 黄褐色土粒． 7 •， 0 ック (2~20mm)多昼

人為的堆積

人為的堆積

人為的堆積

黄褐色土Tnック(5~15mm)少数

黄褐色土Tnック(5~30mm)少忌

黄褐色土7‘‘砂ク(5~50mm)多呈
8LP~S 

¥

4

 

8

・9
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• 

第506-507号土壕

第506号土演

1 灰黄褐色土

Z に籾黄褐色士
3 にぶい黄褐色土

第507号土城

4 灰黄褐色土人為的堆積黄褐色土7‘‘0沙(5~20mm)多忌

第502号土城

1 暗褐色土黄褐色土粒(Z~5mm)少量

Z 灰黄褐色土 黄褐色土粒(Z~5mm)多屋

第518号土墟

1 黒褐色 土 人為的堆積 焼土粒・黄褐色土7`防ク
(10~30mm)多貴 炭化物粒混入

人為的堆積炭化物粒混入砂質

゜
2m 

2 にぶい黄褐色土

第516号土城
1 黒褐色 土 人為的堆積黄褐色土7、リック(5~50mm)少量
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第493-494号土凛
第493号土墟

1 黒褐色土黄褐色土粒(2~5mm)若干
2 灰黄褐色土黄褐色土粒(2~10mm)多量

第494号土漿
3 暗褐色土黄褐色土粒(2~5mm)少旦焼土粒(2~8mm)若干
4 ［松黄褐色土 黄褐色土粒(2~8mm)極多益

第496・497号土演

第496号土墟
1 暗褐色土黄褐色土粒(2~5mm)少
2 tぶい黄褐色土 黄褐色土粒(2~8mm)多塁

第497号土墟

3 暗褐色土
4 暗褐色土

5 ［ぶい黄褐色土
6 灰黄褐色土

黄褐色土粒(2~50mm)若干

黄褐色土粒(2~8mm)少量
黄褐色土7頂ック(5~20mm)多貴 崩落土
黄褐色土粒 • Taック(2~15mm)多量

c
 

C' 

SK484 SK482 
SD78 SK483 

疇
覆土 黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒(2~10mm)少
覆土 黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒(2~15mm)多
人為的堆積 黄褐色土Tnック(2~20mm)多量

゜
2m 

第480-481号土凛
第481号土環

1 褐 色 士 TOック混入
2 黄褐 色土 黄褐色土砂利• TOック混入

第480号土塙
3 黄褐色土黄褐色土 砂利 ・TOック混入

第471号土墟
1暗褐色 土
2 にぶい黄褐色土
3 にぶい黄褐色土

第482号土演
1 黒褐 色 土黄褐色土TOック(10mm)極多昼焼土TOック多旦
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第380図 F区土壊 (18)（第53図）
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第491号土墳

1 黒褐色土黄褐色土粒(2~5mm)少

第492号土塙

1 暗褐色土黄褐色土粒(2~10mm)少員

2 灰黄褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)極多塁

第458• 459 • 460号土塙
第458号土演
1 黒褐色土
2 黒色士

3 暗褐色土

人為的堆積 黄褐色土7*nック ・粒多員

炭化物層 焼土を7令0ック状に混入

人為的堆積掘形黄褐色土粒多且

第459号土墟
4 黒褐色土 黄褐色土粒 ・炭化物粒・焼土粒少ーご

第460号土環
5 暗褐色土 黄褐色土多塁 人為的堆租か？

自然堆積層
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番号 グリッド 遺構図 全体図 形 状 長径m 短径m 深さ m 重複遺構 出土遺物・その他

92 BC48 390 58 隅丸長方 0.96 0.73 0.19 覆土A 土師器甕／士不

93 BB47 390 58 不 整 0 59 0 56 0.11 覆土A

94 BC49 402 62 隅丸長方 1 65 0 94 0.10 SD26 覆土D

95 BC49 402 62 不 整 1.60 1 20 0.21 SD24 覆土A 土師器甕

96 BH53 410 66 不整楕円 1.62 0.84 0 24 SJ35 覆土A 土師器杯

97 BD50 403 62 円 0.74 0 63 0 10 SJ43 覆土D 土師器甕／i不

98 BD50/51 403 62 円 1.32 (1.12) 0.08 SJ 43/ 44 SK485 覆土A 土師器甕

SD23 

99 BC49/50 402 62 不 整 4.17 (2.27) 0.41 SKlOO SD24 覆土A 須恵器甕／土不／蓋

土師器甕／i不

100 BC49/50 402 62 楕 円 1.62 1.11 0.08 SK99 SD24 覆土A 土師器甕／i不

101 BB45 381 54 楕 円 0.93、 0.83 0.40 覆土A 土師器甕／杯

102 BB48 390 58 0 83 (0 37) 0.09 覆土A

103 BB44/45 381 54 楕 円 1.24 1.06 0.16 覆土A 須恵器甕／杯／蓋

土師器甕／i不

104 BB45 381 54 円 1.00 0.97 0.16 覆土A 須恵器杯土師器甕／坪

105 BB46 390 58 円 1.33 1.14 0.11 覆土A 土師器甕／杯

106 BB45 BC45 390 58 不 整 2.06 1.80 0.19 覆土B 須恵器甕土師器甕／士不

107 BC46 390 58 円 1.02 0.91 0.09 覆土A

108 BC45 390 58 円 1.54 1.43 0.25 覆土C

109 BB45 381 54/58 楕 円 1.08 0.62 0.07 SKlll 覆土C 須恵器杯土師器甕／士不
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第383図 F区土壊（21) （第55図）
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第384図 F区土壊 (22) （第55図）
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第385図 F区土壊 (23)（第55図）
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第386図 F区土壊 (24) （第55図） 第350号土塘 第374号土凛
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第387図 F区土壊 (25)（第55図）
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第388図 F区土壊 (26)（第56図）
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2 tぶI黄褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)多塁

第442号土漂小鍛冶炉

1 tぶい黄褐色土 黄褐色土Toック(5~20mm)少嚢

2 にぶII黄褐色土 黄褐色土Toック(2~20mm)多蜃

3 にぶ11黄褐色土 焼土TOック・鉄滓・鉄滓細片・炭化
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第389図 F区土壊 (27) （第56図）
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番号 グリッド 遺構図 全体図 形 状 長径m 短径m 深さ m 重複迫構 出土遺物・その他

110 欠番

111 BB45 381 54 不 整 1.08 (1.05) 0.02 SK109 裂土C

112 BD45 390 58 円 1.43 1.35 0.20 裂土C 土師器甕

113 BD45 391 58 不 整 1.58 1.12 0.23 授土B 須恵器杯土師器甕／t不

114 BD47 391 58 円 1.15 (0.66) 0 13 SD24 裂土B 土師器甕

115 BB46 390 58 楕 円 1.86 0 88 0.20 SK116/117 裂土B 須恵器杯土師器甕／土不

116 BB46 390 58 不 整 (0.46) (0.18) 0.12 SK115/117 覆土B

117 BB46 390 58 (1.16) (0 40) SK115/118 裂土A

118 BB46 390 58 不 整 (1. 21) 1.04 0.03 覆土B 土師器甕／土不

119 BC46 390 58 円 1.23 (0.50) 0.07 SJ46 裂土A

120 BD48 402 62 円 0.89 0.82 0.15 SE189 裂土A

121 BD49 402 62 円 1.12 0.98 0.07 裂土C 士師器甕

122 欠番

123 BE49 403 62 不 整 1.11 0.53 0.05 覆土A

124 BD49 403 62 楕 円 0.79 0.55 0.10 SE40/41 覆土A 須恵器甕／蓋

125 BD49 403 62 円 0 88 0.77 0.42 SK126 裂土C 土師器甕／杯

126 BD49 403 62 不整円 0.95 (0.86) 0.13 SK125 裂土C

127 BD47/48 392 58 楕 円 1.01 0.67 0.43 毅土A

128 BE48 393 58 円 0.70 0.58 0.25 裏土D

129 BE49 403 62 楕 円 1.33 0.47 0 12 裂土A

130 BE47 392 58 隅丸長方 0 90 0.59 0.06 覆土A

131・132 BE47 392 58 不整楕円 1.10 0.97 0.10 SD40 覆土A 土師器杯

133 BE46 392 58 円 0.94 0.84 0.11 覆土A 須恵器杯土師器甕／土不

134 BE46 392 58 楕 円 1.16 0.75 0.11 授土A 土師器甕／士不

135 BD46 BE46 392 58 円 1.25 1 16 0 26 覆土C 須恵器杯土師器甕／士不

136 BD46 391 58 円 1. 41 1.27 0.23 裂土A 土師器甕／土不

137 BD46 391 58 不 整 1.32 (0.65) 0.10 裂土A 土師器甕／士不

138 BF51 404 62 楕 円 1.94 0.75 0.22 覆土A

139 BF51 404 62 隅丸長方 1.00 0.64 0.13 覆土A

140 BF51 404 62 不 整 0.80 0.60 0.07 裂土B

141 BD47 391 58 楕 円 (1.57) 1.14 0.43 SD34 裂土A 土師器甕／士不

142 BD47 391 58 (0 59) (0.59) 0.15 SK143/144 裂土A 須恵器甕／士不土師器甕／i不

143 BD47 391 58 楕 円 1. 73 1.24 0.37 SK142/144/145 裂土B

144 BD47 391 58 円 1 47 (1.26) 0.29 SK142/143/146 裂土B

SD34 

145 BD47 391 58 円 0 72 (0.63) 0 26 SK143/144 

146 BD47 BE47 391 58 (1.30) (0. 92) SK144/147 SD34 

147 BE47 391 58 楕 円 1. 70 (0. 99) 0.11 SK146 SD34 裂土A 須恵器杯土師器甕／土不
148・149 BE47 393 58 不整楕円 (2.84) 1.14 0.10 SD34 SE50 裂土A 須恵器杯

150 BE46 392 58 1.10 (0.85) 0.11 SD24 狡土C 土師器甕
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第390図 F区土壊 (28) （第58図）
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第391図 F区土壊（29) （第58図）
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第392図 F区土壊（30) （第58図）
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第393図 F区土壊（31) （第58図）
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第394図 F区土壊（32) （第58図）
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番号 グリッド 遺構図 全体図 形 状 長径m 短径m 深さm 重複遺構 出土 造物 ・その 他

151 BF51 404 62 楕 円 0.82 0 37 0.07 覆土B

152 BF51 404 62 不 整 0.77 0 57 0.08 SK153 覆土B

153 BF51 404 62 楕 円 0.97 0.66 0.13 SK152 覆土C

154 BF51 404 62 不 整 1.20 0 97 0.14 覆土A

155 BF51 404 62 不 整 1.68 0 82 0.17 覆土C 須恵器杯編物石

土師器甕／土不

156 BG51 404 62 不 整 (1.00) 0 96 0.09 SD41 覆土A

157 BD47 392 58 楕 円 0.90 0 64 0.15 覆土B

158 BE47 BF47 393 58 不 整 1.67 1.24 0 32 SJ47 覆土A 須恵器甕／杯土師器甕／杯

159 BE50 404 62 不 整 0.76 0.58 0. 72 裂土A

160 欠番

161 BD46 391 58 円 0.75 0.69 0 06 土師器甕／j:不

162 BF47 393 58 不 整 1.30 1.13 0 28 授土E

163 BF47/48 395 59 隅丸長方 1 01 0.99 0 38 裂士A

164 BF48 393 58 楕 円 1 63 0.96 0 12 SB21 裂土A

165 BF48 394 58 円 0.63 0.57 0.21 SD37 覆士A

166 BD51 403 62 楕 円 1.05 0.82 0 39 SDlS 覆土A

167 BE50 404 62 不 整 1 09 1.03 0.24 裂土A

168 BE50 404 62 不 整 1.27 1.04 0.08 SB14 覆土A

169 BE50 404 62 楕 円 0 62 0.54 0 26 SB15 覆土A

170 BF46 393 58 不 整 (1 64) 1.20 0.30 SK171 覆土A 土師器甕／j:不

171 BF46 393 58 不 整 (0. 92) (0.91) 0 16 SK170 覆土A

172 BD48 392 58 不 整 (2.20) 1. 72 0.30 SD28 覆土A 土師器甕

173 BD48 392 58 楕 円 1 44 1.17 0 56 SD28 覆上A

174 BD48 392 58 円 1 46 1.33 0 36 SD28 覆土A

175 BD50 402 62 円 0 98 0.87 0.28 SD22 裂士A 土師器甕

176 BB43 381 54 長 方 0.88 0.61 0.09 裂士C

177 BB42 381 54 楕 円 1 38 0.66 0.08 SD44 裂土A

178 8B42 381 54 楕 円 1.08 (0.60) 0.13 SD44 覆土B

179 BF46 393 58 楕 円 0 95 0.63 0.12 裂土A 土師器甕

180 BD51 403 62 楕 円 1.04 0.68 0.08 裂土A

181 BE48 393 58 楕 円 0 86 0 64 0.16 SB20 

182 BG51 405 63 不整方 0 98 0 93 0.19 SB17 SD41 

183 BG51 404 62 楕 円 0.82 0 48 0.14 SB17 SD41 

184 BD44 381 54 円 0 71 0 63 0.08 覆土C 土師器甕／j:不

185 BD43 381 54 円 0 94 (0. 78) 0.26 SESl 裂土B

186 BB41 372 51 長 方 0.87 0 71 0.11 覆土A

187 BB41 BC41 372 51 円 0 75 0.74 0.06 覆土A

188 BC41 373 51 不 整 1. 31 1 13 0.17 裂土D

189 BC39 372 51 楕 円 1.68 1 19 0.27 SB25 覆土A 土師器甕／杯

190 BC39 372 51 楕 円(1.52) 1 37 0.20 SJ53 SD50 覆土A 須恵器甕／i不土師器甕／杯

P 18/19 

191 BC39 372 51 楕 円 (118) 0 77 0.08 SD50 裂土A
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第396図 F区土壊 （34)（第59図）
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第397図 F区土壊（35)（第59図）
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黒色土主体にする均質な屈 遺物・

焼土小7、ロック・炭化物多呈

2 暗黄褐色土 黄褐色士中に縞状に黒色土混入

第489号土墟

l黒褐色土
2褐色土

第308号土演
1 暗黒褐色土

2 黒褐色 土

黒色土主体

黒色土主体
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黄褐色土粒多数

均質な層 0ーム粒・焼土TOック混入
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C~aに向って多くなる

3 暗黄褐色土 黒色土と黄色土が霜降り状に堆積
2m 
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第398図 F区土壊 （36)（第59図）
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第399図 F区土壊 （37) （第6|図）
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l にぶい黄褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)多貴 土器片混入
2 灰黄褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)・焼土粒(2~10mm)多温

3 ［松黄褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)多醤 l層より粘性高い
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第400図 F区土壊（38) （第61図）
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第422号土墟
1 褐灰色土 炭化物7̀0ック(10mm)少塁 焼土Toック(10mm)多量
2 褐灰色土炭化物層

第421号土墟
3 暗灰色土 白色シルト質TOック(10mm)極多塁 白色シルト質粒多忌

第423号土城
4 暗灰色土 SK421の3層より明るい 白色シルト質粒極多岳
5 褐灰色土 やや明るい 焼土粒少堡 白色ツルト質7̀0ック微量
6 褐灰色土焼土粒多呈

第427• 428 • 429号土墟
第427号土墟
l 暗灰色土 白色油卜質7̀0ック 黄褐色土粒・焼土粒．

焼上Toック(10mm)多量
2 灰白色土 白色シルト質7̀0ック層 焼土粒少堡
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3 暗灰色土 白色洲卜質7‘0ック主体
4 暗灰色土 白色シルト質7‘0沙・焼土粒少呈

第429号土城
5 暗褐色土 白色粒多塁 焼土TOック少塁 焼土粒極多忌
6 暗灰色土 白色洲卜質7‘‘Oヅク

第412号土墟
l 暗褐色土 焼土粒多呈 炭化物粒．灰色洲卜質粒少醤
2 褐灰色土 黄褐色土粒極多益 焼土粒多量
3 暗褐色土 焼土粒少望

第437号土演
1 暗灰色士 白色土7̀0ック多塁 焼土粒極多岱
2 暗灰色土焼土粒少貴 白色土TOック(15mm)多費
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第401図 F区土壊（39) （第6|図）
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第439号土墟

1 褐灰色土 白色渇卜質粒多呈

2 灰白色土 白色渇卜質Tnック(10mm)多忌

3 灰白色土 白色沿卜質7，，ロック(10mm)少量 白色シルト質粒多塁

第436号土壊

1 暗灰色土 白色土Tnック ・焼土粒少忌

第426号土環
1 暗褐色土 焼土粒 ・白色士Tロック(15mm)少塁

2 暗灰色土 白色土粒・焼土粒多量
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第402図 F区土壊 (40)（第62図）

第94号土塘

ー

，

一

第95号土壕

4＼□□4 

A 15.60 

ヽ1

言 量
A
 

言
第99・100号土壕 第85号土壕

第89号土壕 第175号土塘

第120号土壕

"¥ 

口＜ ~ 
第121号土塘

□ 
冒

ィ
＼

／
 

□
/

0

〕

v̀
 

＜
 

冒
l

山疇

口

言

＜
 

A. 

゜
2m 

-388-



第403図 F区土壊（41) （第62図）
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黄褐色土粒・炭化物粒(5~20mm)少忌 焼土粒(3mm)若干

炭化物層 炭化物多呈黄褐色土粒(5~20mm)少塁西方に傾斜

貧褐色土粒・焼土粒(2~15mm)多塁 炭化物(5~10mm)若干
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第404図 F区土壊 (42)（第62図）
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第405図 F区土壊 (43) （第63図）
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第406図 F区土壊 (44) （第63図）
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1 黒褐色土 黒色土主体 風化した黄褐色土粒を霜降り状に混入
焼士7 •， nック涅入
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第407図 F区土壊 (45) （第65図）
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第408図 F区土壊 (46) （第65図）
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2m 
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第409図 F区土壊 (47)（第65図）

第67・72号土壊
.<(~ 

| ＜
 

第76号土壕 マ'
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第75・79・80号土壊

門
m
＿
 

A’ 
—·——·-

8
 

A 16.00 A‘ 

SK79 SK80 
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言
第410図 F区土壊 (48) （第66図）

第59号土壊

B 15.60 

言

第67• 72号土塙
1 黒褐色土黄褐色土粒・焼土粒少呈
2 黒褐色土黄褐色土粒多景焼土粒極少塁
3 黒褐色土黄褐色土粒極多屋焼土粒少忌
4 暗褐色土黄褐色土粒多量
5黒褐色土黄褐色土粒多醤
6 黄褐色士灰色TOック(20mm大）少塁

第60号土壊

A 15.80 

第76号土凛
1 黒褐色土炭化物粒極多堡灰色沸卜7中。り(10mm)少呈

2 黒 色 土炭化物粒． TOック(20mm)帯状に混入

3 黒褐色士 炭化物粒• TOック(20mm)・焼土TOック(20mm)少員

焼土粒混入

゜
2m 

k
 

4
 
＼
 

ロ
，

＼
 

第

4

A
 

A 15.60 
A 

冒

第86・87号土壊

第59号土城
1 暗褐色土黄褐色土粒． 7，，0沙多臣 人為的堆積？

2 黒褐色土 黄褐色土粒(2mm)・炭化粒(2~5mm)若干

3 暗褐色土 黄褐色土7̀nック(8~15mm)少数

4 黒褐色土 黄褐色土7̀Dヅク(5~10mm)少爵

第60号土城
1 暗褐色土黄褐色土粒(2mm)若干

2 黒褐色土焼土粒(2~5mm)多量

3 黒褐色土焼土粒(2mm)若干炭化物(5~15mm)多昼

4 黒褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)多数

A 15.60 

昌
゜

2m 
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第411図 F区土壊 (49) （第67図）

第41号土塘 第40号土墳 第53号土壊

4、0、4
＿^ □ -^ □§ I _A' 

A 16.00 A 16.00 A A 16.00 A A 16.00 A‘ 

鬱 冒冒 冒
第42・44号土壕 第19号土塘 第26号土壊
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＼ 口・1 .) 

行

9 uOA  
<,/ 

塁I＼ 

＜ < 
A 16.00 A' 

＼イ・
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A 15.80 A' 

” 
冒

SK42 SK44 
S007 

冒言□三誓□冑三冒
第33号土壇

8
 

A 16.00 

言二／-///////／□9／／二言言瓢冒
第41号土墟 第44号土城
1 黒褐色土黄褐色土粒少晨焼土粒極微皇 2 灰黄褐色土粘質土黄褐色土粒・炭化物粒微昼

第40号土墟 第19号土城
1 黒褐色土黄褐色土粒多堡 l 暗褐色土

第53号土墟 第26号土壊
1 黒褐色土焼土粒・黄褐色土粒少益 1 黒褐色 土黄褐色土粒(2mm)若干

2 暗奸T‘褐色土黄褐色土粒極多晨 2 黒褐色上黄褐色土粒(5~10mm)多蓋

第54号土濱
1 黒褐色土焼土粒・黄褐色土粒少塁
2 暗が｝・7'褐色土 黄褐色土粒多塁

第42・44号土演
第42号土壕
1 黒褐色土黄褐色土粒少塁

第33号土城
1 暗オリー7‘色土 白色火山灰粒（浅間A?)多塁 暗褐色土粒混入

砂質状に粒が細かく均一

z 極暗褐色土黄褐色土粒少呈

゜
2m 
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第412図 F区土壊（50)（第67図）
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言
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第45号土塘

第3A-5---号□s: — 
A-0⇒ SJ15 

A A 16.00 A' A 16.00 A' 

冒

第18号土演

1 暗褐色士焼土粒・炭化物粒・黄褐色土粒少忌

第21号土塙

1黒褐色土

第20号土演

1 黒 色 土黄褐色土7̀nック ・焼土粒少益

2 黒褐色土 黄褐色土7̀nック多呈

3 黒 色 土黄褐色土Taック ・炭化物・焼土少塁

第23号土城

1 黒 色 土黄褐色土7頂ック多量

2 黒色土炭化物多塁

3 黒 色 土黄褐色土Taック少呈

4 黒褐色土 黄褐色土Tnック多量

第16号土墟
1 黒褐色土黄褐色土粒(3~8mm)少量

第38号土塙

1 暗褐色土黄褐色土粒極多忌焼土粒少堡

2 暗褐色土 黄褐色土Taック・焼土粒少忌

第2号土墟
1 黒褐色土炭化物多塁

2 炭化物層炭化物間に第1層土混入焼土粒混入

3 褐 色 土黄褐色土TUック状炭化物混入

4 褐 色 土黄褐色土Tnック・炭化物混入 中央部分

5 黒褐色土炭化物少呈焼上粒混入貼った土とも考えられる

6 黒褐色土黄褐色土Toック極多塁炭化物混入

第45号土塀
1 ［ぶい黄褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)多塁

第35号土環

l 暗褐色土黄褐色土粒 ・黄褐色土7‘、Pック(30~50mm)極多量

焼土粒 ・炭化物少忌

2 黒褐色土 黄褐色土粒 ・黄褐色土Tnック(30~50mm)多蓋

焼土粒(3~10mm)・炭化物少昼

3 黒褐色土 黄褐色土7 •， n ヽック (3 0 ~70mm )極多歴 焼土粒・炭化物微塁

4 暗褐色土黄褐色土粒少量焼土粒・炭化物微蓋

5 褐 色 土黄褐色土・黒褐色土粒混入

゜
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第413図 F区土壊 （51)（第67図）
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第17号土凛

1 黒褐色土黄褐色土粒多旦炭化物 ・
焼土粒少量

2 黒褐色土炭化物極多塁黄褐色土粒少量
3 黒褐色土黄褐色土粒多員炭化物少塁
4 褐 色 土黄褐色土粒極多忌炭化物少忌

第36号土凛

1 黒褐色土黄褐色土粒少量焼土粒微量
2 暗褐色土黄褐色土粒・黄褐色土7+llック

(30~100mm)多塁焼土粒混入
3 黒褐色土黄褐色土粒少量焼土粒混入

第29号土濱

1 黒褐色土黄褐色土粒多員焼土粒微塁
2 褐 色 土黄褐色土近似焼土粒極微盈

第24号土墳

1 暗褐色土黄褐色土粒少量
2 黒褐色土黄褐色土粒多塁

第31・32号土濱
第32号土濱

1 黒褐色土黄褐色土粒・ア砂ク(20~50mm)
多旦焼土粒少塁

2 黒褐色土黄褐色土TDック多呈焼土粒少盈

第31号土演

3 黒褐色土焼土粒． 7`nック(20~100mm)多臣

黄褐色土粒・炭化物少登

4 黒褐色士黄褐色土粒• Tnック(30~50mm)多益

第37号土漿

l 暗褐色土焼土粒多旦 炭化物微量
2 黒褐色土黄褐色土粒多益

第39号土濃

1 黒褐色土黄褐色土粒少量
2 黒褐色土黄褐色土粒極多塁
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